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平
成
十
九
年
度
の
あ
さ
ぎ
り

町
の
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
等
八
つ
の
特
別
会

計
の
決
算
が
、
九
月
の
定
例
議

会
の
認
定
に
付
さ
れ
、
い
ず
れ

の
決
算
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
長
が
町
の
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
た
あ
と
、

そ
の
意
見
書
を
添
え
て
議
会
の

認
定
に
付
す
も
の
で
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
決
算
審
査

を
す
る
上
で
、
議
会
が
決
定
し

た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と

と
も
に
、
各
種
資
料
に
基
づ
い

て
そ
の
行
政
効
果
や
経
済
効
果

を
測
定
し
、
町
民
に
か
わ
っ
て

行
政
効
果
を
評
価
す
る
と
い
う
、

き
わ
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
の
結
果
は
後
年

度
の
予
算
編
成
や
行
政
執
行
に

生
か
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
べ
き

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
た
だ
単
に
認
定
し

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
結

果
を
町
の
財
政
運
営
の
一
層
の

健
全
化
と
適
正
化
に
役
立
て
る

と
い
う
将
来
に
向
け
て
の
前
向

き
の
意
義
が
あ
る
だ
け
に
議
会

と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
予
算

審
議
に
役
立
て
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　

議
会
の
認
定
に
付
さ
れ
る
前

に
二
人
の
監
査
委
員
に
よ
る
長

い
期
間
に
わ
た
る
決
算
審
査
も

実
施
さ
れ
、
監
査
委
員
の
決
算

審
査
意
見
書
も
添
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
三
十
七
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
決
算
意
見
書
の
中
で
、「
決

算
計
数
は
正
確
で
あ
る
、
予
算

の
執
行
は
、
そ
の
目
的
に
沿
っ

て
効
率
的
か
つ
的
確
に
執
行
さ

れ
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と
な

ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
の
中
で
の
主
な
質
疑
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
疑
応
答
の
抜
粋

問
＝
監
査
意
見
の
中
で
、早

け
れ
ば
二
年
後
に
は
赤
字
と

な
り
憂
慮
さ
れ
る
事
態
で
あ

る
と
あ
っ
た
事
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
ま
す
か
。

答
＝
監
査
委
員
の
表
現
は
依
存

財
源
を
伴
わ
な
い
部
分
の
財
政

健
全
化
を
検
討
す
る
必
要
性
の

意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、真
剣
に
受
け
止
め
幹
部

と
検
討
を
加
え
健
全
財
政
の
為
、

一
般
会
計
、特
別
会
計
、ふ
る
さ

と
振
興
社
等
全
て
に
わ
た
っ
て

の
積
み
上
げ
を
整
理
し
中
長
期

財
政
計
画
の
中
で
自
主
財
源
確

保
と
歳
出
の
し
ぼ
り
込
み
を
実

施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
＝
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
こ
と
が
指
摘
し
て
あ
る

が
、精
査
を
し
て
人
件
費
抑

制
へ
の
定
員
管
理
を
さ
れ

て
い
る
の
か
尋
ね
ま
す
。

答
＝
ま
ず
実
態
を
確
認
し
、中

身
の
整
理
か
ら
着
手
し
、人
口

対
職
員
数
を
目
安
に
、合
理
化

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
＝
町
内
二
箇
所
の
幼
稚

園
に
各
々
百
二
十
万
円
の

財
政
援
助
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
例
規
根
拠
が
無
い
事

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
を
例
規
に
記
入
で
き
る

の
で
す
か
。

答
＝
監
査
委
員
の
指
摘
を
受
け

財
政
担
当
と
内
部
検
討
中
で
あ

り
ま
す
。

問
＝
丸
木
屋
跡
地
の
国
道

拡
張
に
伴
う
売
渡
し
と
Ｊ

Ｔ
跡
地
の
売
渡
し
価
格
を

尋
ね
ま
す
。

答
＝
丸
木
屋
跡
地
は
平
米
当
り

二
万
四
千
六
百
円
、Ｊ
Ｔ
跡
地

は
一
万
千
円
の
売
買
単
価
で
あ

り
ま
し
た
。

問
＝
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
や

温
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
指
定
管
理
委
託
料
が

一
億
二
千
七
百
九
十
四
万
円

の
決
算
で
あ
り
ま
す
が
こ
の

社
会
福
祉
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、経
営
的
に
赤
字
が

出
て
お
り
、相
当
な
行
政
の

も
ち
だ
し
に
な
っ
て
お
り
ま

　平成19年度決算
　　　一般会計、特別会計
　　　　　　　いずれも認定
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財政の主な指数等の推移

（単位：千円、％）
年度

区分 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 備　　　　　考

財 政 力 指 数 0.263 0.265 0.266 1 に近いほど良好

経 常 収 支 比 率 96.7% 96.4% 93.8% 75％以下が望ましいとされる

基 準 財 政 収 入 額 1,231,488 1,265,456 1,255,484

基 準 財 政 需 要 額
4,591,766 4,786,601 4,744,907 一本算定の額
5,613,338 5,795,222 5,847,541 合併算定替の額

標 準 財 政 規 模 5,946,273 6,122,507 6,168,778

実 質 収 支 比 率 4.0% 4.5% 4.7% 3％～ 5％程度が望ましいとされる
財 政 力 指 数　基準財政収入額÷基準財政需要額の３ヵ年の平均値
経 常 収 支 比 率　経常費に充当される一般財源の額÷経常一般財源の額× 100

す
。こ
の
状
況
を
ど
う
と
ら

え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

答
＝
い
ず
れ
か
の
段
階
で
こ
の

赤
字
を
改
善
す
る
た
め
、料
金

値
上
げ
も
考
え
な
い
と
い
か
な

い
時
期
が
来
る
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
も
う

一
つ
、も
う
少
し
費
用
を
削
減

す
る
も
の
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
＝
現
在
の
町
立
保
育
所

を
将
来
的
に
民
営
化
す
る

考
え
は
な
い
か
お
た
ず
ね

し
ま
す
。

答
＝
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い

て
は
、あ
る
観
点
か
ら
検
討
は

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。い
ろ

ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、保

護
者
、先
生
方
、あ
る
い
は
い
ろ

ん
な
関
係
者
に
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
、あ
る
程
度
は
民
営
化

の
問
題
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
＝
国
民
健
康
保
険
税
の

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
徴

収
率
が
毎
年
低
下
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
未
収
金
の
徴

収
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

答
＝
こ
の
こ
と
は
町
の
行
政
と

し
て
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。収
納
体
制
も
強
化

し
ま
し
た
の
で
、国
保
税
の
収

納
率
が
上
が
る
取
り
組
み
を
し

て
い
き
ま
す
。

問
＝
燃
料
・
肥
料
・
農
薬
・
資

材
等
が
高
騰
し
て
お
り
、農

業
振
興
補
助
金
の
補
助
率

を
上
げ
る
事
は
出
来
ま
せ

ん
か
。

答
＝
あ
る
期
間
限
定
で
も
補

助
金
と
か
元
気
の
出
る
取
り

組
み
が
出
来
な
い
か
検
討
し

て
み
ま
す
。

問
＝
区
長
会
等
か
ら
の
道

路
等
の
維
持
補
修
に
つ
い

て
の
要
望
の
優
先
度
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

答
＝
危
険
度
、支
障
度
等
緊
急

性
の
高
い
も
の
か
ら
対
応
を
し

て
お
り
ま
す
。

問
＝
結
婚
対
策
事
業
補
助

金
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
成
果
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答
＝
独
身
男
女
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
カ
ッ

プ
ル
が
一
組
成
立
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
お
付

き
合
い
は
さ
れ
て
い
る
様
で

す
が
、
結
婚
ま
で
は
い
た
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
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決
算
審
査

　
意
見
書（
要
旨
）

町
民
と
一
体
と
な
っ
た

　
　
町
づ
く
り
を

　

町
村
合
併
後
五
年
を
経
過
し
、

町
と
し
て
町
内
の
実
情
は
す
で
に

把
握
さ
れ
て
き
た
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
今
後
、
あ
さ
ぎ
り
町
を

ど
の
よ
う
な
町
に
す
る
の
か
、
そ

の
基
本
的
な
構
想
等
を
町
民
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
、
理
解
を

得
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　

最
近
の
原
油
・
食
糧
品
等
の
高

騰
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
資
源
が
少
な
い
我

が
国
は
そ
の
影
響
を
直
接
受
け
る

こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
予

想
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、

町
の
活
性
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

当
町
と
し
て
も
改
め
て
行
財
政
改

革
に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

組
織
・
職
員
数
・
行
政
区
等
を
見

な
お
し
、
町
民
の
理
解
と
協
力
に

よ
り
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ

て
の
町
づ
く
り
推
進
が
必
要
と
考

え
る
。代

表
監
査
委
員　

尾
鷹
正
嗣

　
　

監
査
委
員　

渕
田
勇
一

　　　  科目別歳入決算の状況

　　　　　　　　　　　目的別歳出決算の状況

町税　　　　
1,130,099,009円

10.4％

町税　　　　
1,130,099,009円

10.4％

町債　845,700,000円
7.8％

（上段）　収 入 済 額
（下段）　決算額構成比

地方譲与税　160,339,000円
1.5％

利子割交付金　5,356,000円
0.0％

配当割交付金　3,508,000円
0.0％

地方消費税交付金　151,801,000円
1.4％

ゴルフ場利用税交付金　10,447,150円
0.1％

自動車取得税交付金　50,867,000円
0.5％

地方特例交付金　12,009,000円
0.1％

議会費　127,596,587円
1.2％

衛生費　844,823,649円
8.0％

商工観光費　121,116,492円
1.1％

消防費　369,130,670円
3.5％

教育費　625,952,966円
5.9％

災害復旧費　46,895,113円
0.4％

総務費　　　
1,168,103,380円

11.0％

総務費　　　
1,168,103,380円

11.0％
公債費　　　

1,872,998,295円
17.6％

民生費　　　
2,549,288,986円

24.0％

農林水産業費  　
2,084,763,185円

19.6％

土木費　　　
803,179,286円

7.6％

土木費　　　
803,179,286円

7.6％

分担金及び負担金　96,899,264円
0.9％

使用料及び手数料　172,259,427円
1.6％

国庫支出金　648,782,189円
5.9％

県支出金　　　　　　
2,017,260,234円

18.5％

財産収入　54,629,810円
0.5％

寄附金　500円
0.0％

繰入金　176,000,000円
1.6％

繰越金　317,493,978円
2.9％

諸収入　108,527,923円
1.0％

地方交付税　　　　　
4,941,032,000円

45.3％

　1,646,000円
0.0％

株式等譲渡
所得割交付金

　4,039,000円
0.0％

交通安全対策
特別交付金

歳入総額　10,908,696,484円

歳出総額　10,613,848,609円
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平成 19 年度収入未済額及び不納欠損額
（単位：円・％）

費　　　　目 調　定　額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 徴　収　率
町 税 1,276,091,861 1,130,099,009 7,212,148 138,780,704 88.6 
保 育 所 保 護
者 負 担 金

132,791,913 111,129,092 373,050 21,289,771 83.7 

公 営 住 宅 使 用 料 81,150,856 72,987,610 0 8,163,246 89.9 
国 民 健 康 保 険 税 734,307,070 552,032,511 7,235,184 175,039,375 75.2 
介 護 保 険 料 222,141,310 215,247,090 1,804,200 5,090,020 96.9
簡 易 水 道 使 用 料 139,010,250 136,469,450 9,660 2,531,140 98.2 
水 道 使 用 料 76,238,640 74,414,136 9,580 1,814,924 97.6 
下 水 道 使 用 料 144,419,260 142,215,800 1,260 2,202,200 98.5
下 水 道 受 益
者 分 担 金

30,274,650 24,255,010 6,019,640 80.1 

合　　　　計 2,836,425,810 2,458,849,708 16,645,082 360,931,020 平均 89.8
収入未済額（滞納額）が、毎年度増加しており、町財政運営に支障をきたしている。

基金の状況
（単位：円）

基　金　の　名　称
平 成 １ ８
年 度 末
現 在 高

平成１９年度中 平 成 １ ９
年 度 末
現 在 高積　立　額 取り崩し額

財 政 調 整 基 金 1,122,394,642 144,561,975 175,000,000 1,091,956,617
国 民 健 康 保 険
財 政 調 整 基 金 204,376,712 190,971 105,076,000 99,491,683

上 財 産 区 財 政 調 整 基 金 295,883,715 4,779,431 12,643,000 288,020,146
救 護 施 設 し ら が ね 寮
財 源 対 策 基 金 18,466,267 10,639 1,000,000 17,476,906

介護保険給付費準備基金 0 41,253,143 0 41,253,143

定 額
運 用

土 地 開 発 基 金 261,904,770 274,589 0 262,179,359
奨 学 基 金 206,471,894 990,558 0 207,462,452
高田之奨学基金 35,253,150 0 35,253,150

合　　　　　計 2,144,751,150 192,061,306 293,719,000 2,043,093,456
基金は前年度より 101,657 千円の減額である。

地方債（町債）の状況
（単位：円）

区　　分 平成１７年度末
現在高

平成１８年度末 平成１９年度末
現在高 対前年度増減額 現在高 対前年度増減額

総 務 債 4,395,349,583 4,551,449,839 156,100,256 4,730,538,633 179,088,794
民 生 債 321,000,259 245,149,355 △75,850,904 212,210,417 △32,938,938
衛 生 債 70,951,601 62,248,691 △8,702,910 158,032,762 95,784,071
農 林 水 産 業 債 2,457,476,601 2,240,048,550 △217,428,051 2,051,721,937 △188,326,613
商 工 債 467,856,754 398,476,223 △69,380,531 119,842,616 △278,633,607
土 木 債 5,623,751,003 5,386,372,445 △237,378,558 4,942,124,323 △444,248,122
消 防 債 208,570,626 185,463,658 △23,106,968 159,107,957 △26,355,701
教 育 債 1,176,609,954 1,110,202,605 △66,407,349 992,405,620 △117,796,985
災 害 復 興 債 67,796,755 66,867,469 △929,286 60,641,803 △6,225,666

合　　　計 14,789,363,136 14,246,278,835 △543,084,301 13,426,626,068 △819,652,767
地方債現在高は前年度より 819,652 千円の減額となっている。



主
な
補
正
内
容

6

1億83,617千円を追加し、
92億6千768万3千円に

平成20年度一般会計補正予算（第2号）を可決!!

○
基
金
費

　
六
、
二
一
九
万
六
千
円

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金
。

○
財
産
管
理
費

　
二
七
五
万
円

　

旧
須
恵
村
役
場
庁
舎
改
修
費
用
分
。

民
生
費

○
老
人
福
祉
費

　
二
、
四
四
〇
万
八
千
円

　

○
保
健
衛
生
総
務
費

　
九
、
二
九
二
万
六
千
円

公
立
多
良
木
病
院
建
設
事
業
負

担
金
等
。

○
塵
芥
処
理
費

　
△
四
五
六
万
八
千
円

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
負
担

金
の
し
尿
処
理
費
分
の
減
。

○
農
業
施
設
管
理
費

　
四
八
四
万
円

農
業
構
造
改
善
事
業
国
庫
補
助

金
返
還
金
。（

り
ん
ど
う
館
を

Ｊ
Ａ
く
ま
に
売
却

の
為
）

○
農
業
経
営
基
盤

　
強
化
促
進
対
策

　
事
業
費

　
二
八
〇
万
円

　

地
域
営
農
育
成

　

緊
急
支
援
事
業

　
（
集
落
営
農

　

二
十
八
組
織
へ
）

農
林
水

産
業
費

総
務
費

衛
生
費

旧須恵村役場庁舎

増改築中の公立多良木病院
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○
商
工
総
務
費

　
△
八
八
八
万
四
千
円

合
併
市
町
村
地
域
資
源
活
用
事

業
補
助
金
の
減
額
。

○
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

　
費

　
四
一
万
七
千
円

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

補
助
金
、
都
市
農
村
交
流
対
策

事
業
補
助
金
。

○
道
路
橋
り
ょ
う
総
務
費

　
七
八
〇
万
円

　

県
工
事
負
担
金
。

○
道
路
新
設
改
良
費

　
四
〇
〇
万
一
千
円

工
事
請
負
費
等
。（
岡
原
永
北

80
号
線
）

○
学
校
管
理
費

　
一
一
七
万
一
千
円

地
域
連
携
武
道
実
践
事
業

（
剣
道
）

○
農
地
等
災
害
復
旧
費

　
一
〇
〇
万
円

豪
雨
災
害
復
旧
工
事
六
カ
所

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
九
九
五
万
四
千
円

豪
雨
災
害
復
旧
工
事
道
路
二
カ

所
。
河
川
二
カ
所
。

条
例
の
改
正

※
あ
さ
ぎ
り
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
化
に
伴

い
、
個
人
住
民
税
の
控
除
対
象

の
適
用
を
受
け
る
法
人
の
指
定

を
条
例
か
ら
施
行
規
則
へ
移
行

さ
せ
る
も
の
。

※
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
条
例

と
、
り
ん
ど
う
館
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

○
須
恵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
と
、
り
ん
ど
う
館
を
財
産

処
分
（
Ｊ
Ａ
く
ま
へ
売
却
）
す

る
た
め
。

※
あ
さ
ぎ
り
町
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
町
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
を
排

除
し
、
安
心
し
た
住
宅
生
活

を
提
供
す
る
た
め
の
条
例
の

一
部
改
正
。

上
川
北
地
区
簡
易
水
道

施
設
整
備
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

※
上
川
北
地
区
簡
易
水
道
施

設
整
備
工
事
（
Ⅰ
工
区
）
に

つ
い
て
の
入
札
が
行

わ
れ
、
次
の
通
り
工

事
請
負
契
約
が
締
結

さ
れ
た
。

○
工
事
内
容　

簡
易
水
道
事
業
、配

水
池
築
造
工
事
、送
・

配
水
管
敷
設
工
事

○
工
事
場
所　

　

あ
さ
ぎ
り
町
上
東
地
内

○
契
約
金
額

　
一
億
三
千
四
百
四
十
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

人
吉
市
西
間
上
町

　
　

二
四
七
九
番
地
一

　

丸
昭
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

松
村
陽
一
郎

○
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

商
工
観

光
費

土
木
費

教
育
費

災
害
復

旧
費

新設改良中の町道（岡原永北80号線）

ＪＡに売却されたりんどう館
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問
＝
二
十
年
度
の
地
方
交
付
税
の

中
で
算
定
さ
れ
て
い
る
地
方
再
生

対
策
費
二
億
三
千
五
百
七
十
二
万

円
は
、疲
弊
し
た
地
方
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
の
あ
る
お

金
だ
。最
も
効
果
的
な
使
い
方
を
し

て
い
く
べ
き
だ
。元
気
を
出
す
た
め

の
取
り
組
み
を
や
っ
て
お
ら
れ
る

◎
集
落
の
実
態
調
査
は

具
体
的
や
り
方
を
検
討
す
る

団
体
や
地
域
等
の
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
、呼
び
水
に
な
る
よ
う
な

予
算
の
投
入
が
で
き
な
い
か
。

町
長
＝
農
業
、あ
る
い
は
商
工
業

や
建
設
業
等
も
含
め
て
、本
当
に

危
機
感
を
も
っ
て
い
る
。今
の
あ

さ
ぎ
り
町
の
緊
急
経
済
対
策
が
必

要
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、長
期
的
視
線
の
中
で
こ
の

お
金
の
使
い
道
は
、慎
重
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
＝
今
、地
方
が
疲
弊
し
た
と
い

う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が
今
ど
の
よ
う

な
現
状
に
あ
る
か
、さ
ら
に
今
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
、集
落
の
実
態
を
点

検
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
思
う
。

又
、集
落
支
援
員
制
度
と
い
う
の

が
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。こ
れ
と
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。

町
長
＝
か
な
り
変
化
が
進
ん
で
い

る
今
の
集
落
の
状
況
だ
。実
態
調

査
を
ど
う
い
う
形
で
や
っ
て
い
く

の
か
、具
体
的
な
や
り
方
等
を
持

ち
帰
っ
て
検
討
し
た
い
。

総
務
課
長
＝
行
政
と
し
て
も
、集
落

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。集
落
支
援
員

制
度
は
内
部
で
検
討
し
て
い
く
。

問
＝
役
場
職
員
は
地
域
活
性
化
を

進
め
る
上
で
大
き
な
戦
力
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
専
門
職
で
あ
ろ
う
と
思

う
。職
員
の
多
種
多
様
の
能
力
を

地
域
活
性
化
の
た
め
に
最
大
限
発

揮
し
て
も
ら
い
た
い
。集
落
支
援

員
と
い
う
こ
と
で
も
い
い
し
、地

区
担
当
で
も
い
い
し
、町
民
と
の

触
れ
合
い
を
よ
り
強
く
、親
密
に

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

町
長
＝
私
が
思
っ
て
い
た
以
上
に

役
場
職
員
は
い
ろ
ん
な
取
り
組
み

に
参
加
し
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
。こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
環
境
の
中

で
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
町
の
皆

様
に
お
役
に
立
つ
取
り
組
み
を
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。私
を
含

め
て
役
場
職
員
が
一
月
に
一
回
、

役
場
の
外
に
出
て
活
動
す
る
日
を

設
け
よ
う
と
検
討
し
て
い
る
。

愛
甲

利
孝
議
員

問
＝
老
朽
化
し
た
防
災
行
政
無
線

の
改
善
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
新

技
術
を
取
り
入
れ
て
情
報
格
差
是

正
に
取
り
組
む
そ
の
具
体
策
は
。

町
長
＝
四
七
局
と
四
五
局
の
二
局

に
な
っ
て
い
て
四
五
局
は
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
が
通
っ
て
い
る
が
四
七
局
は
通

じ
ず
格
差
を
感
じ
て
い
る
。今
後

一般質問

◎
原
油
高
騰
農
家
支
援
策
は

直
接
農
家
を
訪
問
し
検
討
す
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
基
本
に
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
整
備
に
計
画
を
切
り

替
え
、七
十
九
箇
所
の
屋
外
放
送

を
親
局
で
ま
と
め
て
放
送
し
、消

防
組
合
の
指
令
中
央
シ
ス
テ
ム
と

も
連
動
さ
せ
る
。

問
＝
屋
内
個
別
受
信
器
を
難
視
聴

区
域
だ
け
で
な
く
全
戸
に
設
置
で

き
な
い
か
。

町
長
＝
個
人
の
携
帯
電
話
へ
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
こ
と
と
個
別
受
信

機
を
つ
け
た
場
合
の
事
業
費
等
含

め
基
本
調
査
の
中
で
検
討
し
た
い
。

問
＝
平
成
二
十
八
年
度
ま
で
に
町

内
水
道
の
上
水
道
と
簡
易
水
道
の

二
つ
の
会
計
を
企
業
会
計（
複
式

簿
記
）に
統
合
す
る
よ
う
国
県
の

指
導
が
あ
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　

こ
れ
に
は
長
い
年
月
の
間
に
莫

大
な
資
本
投
資
を
し
て
い
る
が
水

道
の
資
産
調
査
に
多
く
の
時
間
と

労
力
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
対
応

策
と
、統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
の
考

え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

環
境
整
備
課
長
＝
同
一
行
政
区
内

の
水
道
事
業
の
施
設
面
と
経
営

面
を
統
合
す
る
た
め
二
十
二
年

三
月
末
ま
で
に
計
画
策
定
し
段

階
的
に
作
業
を
進
め
る
。

　

一
元
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

も
考
え
た
い
。

問
＝
原
油
高
騰
が
続
い
て
い
る
が

他
産
業
の
場
合
商
品
等
は
企
業
自

ら
原
油
高
騰
を
理
由
に
値
上
げ
も

可
能
で
あ
る
が
、農
業
者
は
そ
れ

が
難
し
い
、Ｊ
Ａ
も
熊
本
県
も
支

援
に
乗
り
出
し
て
き
た
。町
は
具

体
的
支
援
策
は
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長
＝
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
。国
県
の
対
策
状
況
の
把

握
と
直
接
農
家
を
訪
問
し
現
場
の

生
の
声
を
聴
き
支
援
内
容
を
ま
と

め
、国
県
へ
の
要
望
を
強
め
な
が

ら
緊
急
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問
＝
肥
料
高
騰
対
策
に
広
域
行
政

組
合
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の

脱
水
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
ペ
レ
ッ
ト

状
に
固
め
た
無
料
の
有
機
肥
料
推

奨
の
考
え
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
＝
町
内
で
一
，三

一
九
袋
使
用
さ
れ
て
い
る
。く
ま

も
と
製
材
組
合
の
ペ
レ
ッ
ト
状
木

炭
推
奨
も
考
え
て
い
る
。

渕
田

勇
一
議
員
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一般質問

問
＝
町
づ
く
り
は
地
域
お
こ
し
か

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

町
長
＝
各
地
域
・
各
集
落
が
元
気

を
出
し
合
う
こ
と
が
、町
づ
く
り

の
源
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
＝
行
政
区
単
位
や
地
域
づ
く
り

団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

問
＝
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
特
別

委
員
会
を
設
置
し
い
ろ
い
ろ
議
論

さ
れ
て
い
る
中
で
通
学
道
路
の
整

備
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
よ

う
な
答
弁
で
あ
っ
た
。
特
に
通
学

路
が
長
い
区
間
に
わ
た
っ
て
人
家

の
な
い
所
な
ど
簡
易
ト
イ
レ
を
設

◎
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

◎
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

モ
デ
ル
事
業
に
対
し
て
は
助
成
を
行
う

地
域
的
な
こ
と
も
あ
わ
せ
て
検
討

が
自
主
的
・
主
体
的
に
地
域
の
自

然
・
景
観
・
環
境
の
保
全
整
備
に
関

す
る
活
動
、地
域
住
民
の
防
災
・
防

犯
・
安
全
に
関
す
る
活
動
、地
域
住

民
の
融
和
、健
康
・
福
祉
を
増
進
す

る
活
動
、地
域
の
伝
統
・
文
化
に
関

す
る
活
動
、地
域
の
特
産
品
を
生

か
す
活
動
な
ど
地
域
づ
く
り
が
活

発
に
行
わ
れ
る
よ
う
、地
域
づ
く

り
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
や
、財

政
的
支
援
を
行
う
方
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。又
、

人
的
支
援
と
し
て
各
集
落
に
情
報

の
提
供
・
地
域
づ
く
り
の
計
画
・
立

案
等
を
担
当
す
る
職
員
を
配
置
で

き
ま
せ
ん
か
。

町
長
＝
人
的
支
援
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
の
再
編
成
を
行
っ
た
と
こ

ろ
を
中
心
に
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

置
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
が
町

長
に
お
伺
い
し
た
い
。

町
長
＝
通
学
路
に
関
係
せ
ず
幾
つ

か
公
衆
ト
イ
レ
が
作
っ
て
あ
り
町

民
の
方
も
利
便
性
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
。

問
＝
深
田
地
区
の
仁
王
か
ら
深
田

小
学
校
ま
で
の
通
学
道
路
は
人
家

も
な
く
田
頭
川
の
堤
防
に
な
っ
て

い
る
。
幸
い
に
も
永
峰
地
区
の
ゴ

ミ
置
き
場
に
な
っ
て
い
る
所
は
町

有
地
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
単
独
事
業
で
で
も
設
置

で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長
＝
予
算
の
中
で
総
合
的
に
優

職
員
を
派
遣
し
て
は
ど
う
か
と
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

総
務
課
長
＝
行
政
区
又
は
地
域
づ

く
り
団
体
が
取
り
組
む
、地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
町
並
み
や
景

観
・
産
物
や
人
・
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
等
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

◎
才
園
古
墳
周
辺
整
備
に
つ
い
て

○
整
備
計
画
を
立
て
る

問
＝
国
指
定
重
要
文
化
財
の
鎏
金

獣
帯
鏡
を
は
じ
め
貴
重
な
出
土
品

が
出
土
し
た
才
園
古
墳
は
、歴
史

的
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
り
、地

域
の
人
達
に
、自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
う
意
味
で
は
、素
晴

ら
し
い
鏡
は
証
明
し
て
い
ま
す
。

中
国
と
直
接
交
易
を
し
た
か
も
し

れ
な
い
、大
き
な
力
を
持
っ
た
豪

先
順
位
を
含
め
て
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
＝
来
年
度
予
算
に
組
み
込
ん
で

設
置
し
て
頂
き
た
い
。

町
長
＝
要
望
の
あ
っ
た
一
つ
と

し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問
＝
深
田
地
区
の
消
防
詰
所
に
ト

イ
レ
設
置
が
し
て
な
い
。
通
学
路

と
し
て
も
利
用
出
来
る
ト
イ
レ
だ

と
思
う
が
伺
い
た
い
。

総
務
課
長
＝
消
防
団
部
内
の
再
編

も
現
在
考
慮
し
て
い
る
。
旧
行
政

区
ご
と
に
ポ
ン
プ
倉
庫
等
を
持
っ

て
お
り
合
併
を
機
に
再
編
で
き
な

族
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

ま
す
と
非
常
に
ロ
マ
ン
あ
る
話
で

す
。そ
の
古
墳
も
出
土
以
来
七
十

年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
保

護
が
十
分
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、保
護
並
び
に
観
光
施
設

と
し
て
才
園
古
墳
周
辺
の
整
備
計

画
を
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

教
育
長
＝
町
に
と
り
ま
し
て
は
価

値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、こ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
文
化
的
価
値
が

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、整
備
を

し
て
後
世
に
す
ば
ら
し
い
歴
史
的

遺
物
を
残
す
べ
き
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

教
育
課
長
＝
県
の
文
化
課
の
指
導

や
町
の
文
化
財
保
護
審
査
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、保
存
の
方
針
と

と
も
に
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

い
か
と
い
う
提
案
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

庄
屋
、
仁
王
地
区
を
含
め
た
新

た
な
詰
所
の
建
設
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
地
元
か
ら
上
が
っ
て
き
て

い
る
中
で
執
行
部
の
方
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て
は
消
防

詰
所
の
建
設
も
含
め
た
と
こ
ろ
で

地
域
、場
所
的
な
こ
と
も
あ
わ
せ
て

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
口

和
幸
議
員

樫
山
　

保
議
員
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問
＝
あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て
も
、

四
つ
の
町
立
保
育
所
が
あ
り
ま
す

が
、行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

民
営
化
と
い
う
課
題
が
目
前
に
せ

ま
っ
て
き
て
い
る
様
に
思
い
ま
す

が
、合
併
以
来
本
日
迄
、保
育
所
の

運
営
に
つ
い
て
何
ら
か
の
協
議
が

開
催
さ
れ
た
か
ど
う
か
お
尋
ね
し

問
＝
裁
判
員
制
度
で
あ
る
が
、本

来
な
ら
裁
判
所
に
直
接
伺
う
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、地
方
自
治
体

も
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。裁
判
官
は
法
の
専
門
家
で

憲
法
・
法
律
に
照
ら
し
て
良
心
に

基
づ
い
て
判
決
を
下
す
の
に
対
し

て
、裁
判
員
は
法
に
対
し
て
一
般

◎
町
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

◎
裁
判
員
制
度
に
対
す
る
町
の
対
応
は

行
革
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討
し
て
い
る

二
十
九
人
が
候
補
予
定
者
数
と
な
る

ま
す
。

健
康
福
祉
課
長
＝
国
に
お
け
る
幼

保
一
元
化
の
流
れ
な
ど
を
検
討
し

な
が
ら
、統
合
や
民
間
委
託
等
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
と
い
う
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

行
政
改
革
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
段
階

で
、内
部
検
討
は
十
分
し
て
お
り

ま
す
。

問
＝
少
子
化
と
い
う
現
状
の
中
で

定
員
割
れ
と
い
う
問
題
、そ
れ
と

十
七
年
度
・
十
八
年
度
収
入
の
未

済
額
が
生
じ
て
い
ま
す
。又
十
九

年
度
の
決
算
額
に
お
い
て
も
、未

済
額
に
も
ま
し
て
不
納
欠
損
額
迄

も
生
じ
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な

徴
収
方
法
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
の

的
な
事
し
か
わ
か
ら
ず
素
人
の
人

も
多
い
。そ
の
中
で
あ
さ
ぎ
り
町

で
は
何
人
が
候
補
に
な
り
裁
判
員

に
な
る
の
か
。

総
務
課
長
＝
全
国
で
二
十
九
万
五

千
人
、熊
本
県
で
三
千
四
十
人
、あ

さ
ぎ
り
町
で
二
十
九
人
が
裁
判
員

候
補
予
定
者
数
と
し
て
通
知
が
来

て
い
る
。裁
判
員
は
何
人
が
な
る

か
は
不
明
。

問
＝
人
の
人
生
を
左
右
す
る
判
決

を
下
す
裁
判
員
に
法
を
よ
く
知
ら

な
い
人
が
な
る
の
だ
か
ら
、司
法
は
、

法
を
指
導
さ
れ
る
の
か
。も
し
指
導

さ
れ
な
い
場
合
の
町
の
対
応
は
。

町
民
課
長
＝
基
本
的
に
国
の
司
法

制
度
の
中
の
一
環
と
し
て
と
り
入

れ
た
の
だ
か
ら
市
町
村
は
タ
ッ
チ

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長
＝
公
立
保
育
所
に

お
い
て
三
つ
の
保
育
所
が
定
員
割

れ
、私
立
保
育
所
に
お
い
て
も
二

つ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

又
徴
収
方
法
も
職
員
に
よ
る
夜
間

の
徴
収
、電
話
に
よ
る
督
促
、税
と

一
緒
の
特
別
徴
収
に
赴
い
て
い
ま

す
。又
昨
年
の
十
一
月
か
ら
保
育

料
収
納
事
務
委
託
契
約
を
町
長
と

各
私
立
保
育
園
の
園
長
と
の
間
で

結
び
徴
収
の
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
＝
努
力
さ
れ
て
い
る
気
持
ち
は

わ
か
り
ま
す
が
、顔
の
見
え
る
徴

収
を
お
願
い
し
ま
す
。四
つ
の
公

立
保
育
所
に
は
、職
員
、派
遣
職
員

で
き
な
い
。た
だ
裁
判
員
の
候
補
予

定
者
の
選
出
に
は
選
挙
管
理
委
員

会
が
関
与
す
る
が
具
体
的
に
接
触

す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

問
＝
裁
判
員
に
対
す
る
身
分
の
問

題
、要
す
る
に
会
社
員
等
の
勤
め

の
方
に
対
す
る
休
業
・
報
酬
は
ど

う
な
る
の
か
。

総
務
課
長
＝
報
酬
等
は
別
途
地
方

裁
判
所
の
方
か
ら
支
払
わ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

問
＝
町
民
の
皆
様
に「
裁
判
員
制

度
と
は
」と
は
聞
か
れ
た
場
合
、説

明
で
き
る
職
員
を
育
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長
＝
町
に
二
十
九
人
の
割
り
当

て
が
あ
る
の
で
、ど
の
部
局
が
担

当
す
る
の
か
を
整
理
し
て
い
く
。

お
ら
れ
ま
す
の
で
職
員
の
身
分
も

考
慮
さ
れ
て
で
き
る
所
か
ら
手
が

け
て
い
か
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
＝
五
ヶ
年
計
画
、前
期
後
期

と
も
に
そ
の
方
向
性
は
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、私
も
方
向
性
と
し

て
は
民
営
化
に
い
く
ふ
う
に
み
て

い
ま
す
。た
だ
、今
の
段
階
で
は
す

ぐ
に
ど
う
か
と
い
う
こ
と
ま
で
は

言
え
ま
せ
ん
が
、段
階
的
に
軟
着

陸
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
働
い
て

い
る
人
に
不
安
が
起
き
な
い
よ
う

に
、い
ろ
ん
な
理
解
を
求
め
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
企
業
誘
致
に
つ
い
て

問
＝
町
長
が
日
頃
か
ら
企
業
誘
致

に
努
力
さ
れ
て
い
る
の
は
存
じ
て

い
る
が
、企
業
は
あ
さ
ぎ
り
町
に

魅
力
が
な
け
れ
ば
進
出
し
て
こ
な

い
。私
は
立
地
条
件
、人
材
、交
通

の
便
等
を
考
え
る
と
簡
単
で
は
な

い
と
感
じ
る
が
、町
長
は
何
を
売

り
込
み
、魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
か
。

町
長
＝
難
し
い
の
は
承
知
の
上

で
あ
る
が
、あ
さ
ぎ
り
町
の
旧
庁

舎
等
の
遊
休
施
設
を
ア
ピ
ー
ル

し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
い

る
。郡
内
の
首
長
と
連
携
し
な
が

ら
や
っ
て
い
る
。

皆
越
て
る
子
議
員

宮
原
盛
幸
議
員



11

一般質問

溝
口
峰
男
議
員

問
＝
町
長
が
町
民
に
約
束
し
た
公
約

（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）の
進
捗
率（
達
成

度
）は
。

町
長
＝
六
項
目
の
中
で
、町
長
報
酬

二
十
％
カ
ッ
ト
と
小
学
校
六
年
生
ま

で
医
療
費
無
料
化
は
実
現
し
た
が
、

産
業
振
興
で
企
業
誘
致（
五
社
以
上
）、

行
財
政
の
建
て
直
し
、歩
道
の
整
備
、

問
＝
中
山
間
地
域
の
中
で
も
傾
斜

度
の
高
い
厳
し
い
環
境
の
下
、
シ

カ
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
害
を
防
ぎ
な

が
ら
農
地
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
高

齢
化
率
も
高
い
山
里
。
用
水
路
、

排
水
路
等
も
老
朽
化
で
漏
水
な
ど

も
あ
り
耕
作
に
苦
慮
さ
れ
、
上
流

◎
町
民
と
の
約
束
は
守
る
べ
き
で
は
な
い
か

◎
山
里
の
未
整
備
地
区
へ
の
対
応
は

現
場
の
声
を
聞
い
て
対
応
す
る

現
状
を
把
握
し
、対
応
策
を
検
討
し
た
い

各
種
団
体
の
補
助
金
の
見
直
し
と
地

域
の
活
性
化
、物
品
購
入
等
の
公
正
、

公
平
化
に
つ
い
て
は
、評
価（
点
数
）

を
つ
け
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な
い
。

問
＝
各
種
団
体
の
補
助
金
が
減
ら
さ

れ
元
気
が
な
い
の
で
見
直
す
と
い
い

な
が
ら
、更
に
減
額
し
て
い
る
が
、約

束
し
た
こ
と
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。

町
長
＝
現
場
の
声
を
聞
い
て
、支
障

が
あ
れ
ば
予
算
を
つ
け
た
い
。

問
＝
企
業
誘
致
も
進
ま
な
い
中
、起

こ
す
企
業
の
支
援
策
は
。

町
長
＝
資
金
的
支
援
を
含
め
具
体
策

を
今
詰
め
て
い
る
の
で
機
会
を
見
て

報
告
し
た
い
。

問
＝
重
要
な
施
策
決
定
が
先
送
り
さ

れ
て
い
る
。特
に
免
田
駅
前
開
発
、中

学
校
統
合
、社
会
福
祉
協
議
会
事
務

の
ほ
う
か
ら
耕
作
放
棄
田
が
発
生

し
て
い
る
。
国
土
保
全
に
欠
か
せ

な
い
多
面
的
機
能
を
有
し
、
日
本

人
の
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
で
も
あ

る
中
山
間
地
域
、
地
方
再
生
の
重

要
な
資
源
に
な
り
得
る
も
の
と
思

う
。
こ
れ
以
上
、
放
棄
田
を
増
や

さ
な
い
為
に
も
未
整
備
地
区
の
点

検
整
備
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
＝
県
営
中
く
ま
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
幹
線

の
整
備
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
補

助
対
象
外
で
残
っ
て
い
る
枝
線
、

支
線
に
つ
い
て
は
状
況
を
把
握
し
、

新
た
な
補
助
事
業
も
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

局
長
の
問
題
な
ど
、議
会
や
町
民
に

約
束
し
た
こ
と
は
守
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
＝
駅
前
開
発
に
つ
い
て
は
、整

備
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
う
一
遍
練
り
直

し
て
、九
月
か
十
月
の
半
ば
位
ま
で

に
は
整
理
を
し
て
来
年
度
予
算
に
間

に
合
う
様
に
努
め
た
い
。社
会
福
祉

協
議
会
の
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、

十
月
か
ら
体
制
変
更
を
検
討
し
て
い

る
。

問
＝
川
辺
川
ダ
ム
建
設
促
進
大
会
に
、

職
員
や
議
員
に
出
席
要
請
を
し
て
、

町
長
自
ら
壇
上
に
上
が
り
建
設
促
進

の
決
議
文
ま
で
読
み
な
が
ら
、相
良

村
や
人
吉
市
の
首
長
の
発
言
を
尊
重

す
る
と
の
発
言
に
対
し
出
席
要
請
で

参
加
し
た
住
民
に
は
ど
の
様
に
説
明

問
＝
農
水
省
中
山
間
地
域
振
興
課

の
二
十
一
年
度
予
算
要
求
案
の
中

に
も
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用

に
関
す
る
交
付
金
等
が
あ
る
が
、

本
町
の
取
り
組
み
は
。

産
業
振
興
課
長
＝
熊
本
県
も
六
月

議
会
で
、
反
当
り
三
万
円
の
助
成

を
出
し
て
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す

る
制
度
も
出
て
い
る
。
町
も
、
国

や
県
の
方
向
に
沿
っ
て
一
生
懸
命

対
処
し
て
い
き
た
い
。　

問
＝
都
市
の
住
民
に
農
山
漁
村
に

二
地
域
居
住
及
び
、
定
住
願
望
が

二
十
～
三
十
％
の
人
に
あ
る
と
の

調
査
結
果
が
出
て
い
る
。
山
里
の

景
観
・
自
然
・
人
々
の
営
み
こ
そ

す
る
の
か
。

町
長
＝
矛
盾
点
が
あ
っ
て
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。

問
＝
六
月
の
集
中
豪
雨
で
多
良
木
町

で
は
一
名
が
亡
く
な
っ
た
が
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
が

ら
住
民
へ
の
周
知
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。本
町
で
は
ど
の
様
な
対
応

を
し
た
の
か
。

総
務
課
長
＝
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が

で
た
ら
住
民
へ
の
周
知
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、本
町
で
も
し
て
い

な
か
っ
た
。今
後
は
、直
ち
に
上
球
磨

消
防
署
か
ら
防
災
無
線
で
町
内
全
域

に
警
戒
情
報
を
発
す
る
こ
と
に
し
た
。

地
域
の
財
産
で
あ
り
、
都
市
と
の

交
流
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
本
年
度
、
総
務

省
が
設
け
た
「
集
落
支
援
員
制
度
」

で
活
気
を
取
り
戻
し
た
山
村
の
事

例
も
あ
る
。
町
長
の
山
里
振
興
策

を
伺
い
た
い
。

町
長
＝
先
日
、
イ
ギ
リ
ス
視
察
を

し
て
き
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
会
を
交
え
「
夢
を
語
る
会
」
を

行
い
、
そ
の
中
に
山
里
を
活
性
化

す
る
ア
イ
デ
ア
が
結
構
あ
っ
た
。

テ
ー
マ
を
絞
っ
て
、
施
策
に
織
り

込
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

小
見
田

和
行
議
員
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一般質問

問
＝
企
業
誘
致
活
動
に
目
途
が
立

た
な
い
状
況
に
責
任
を
感
じ
て
い

る
か
、
地
元
企
業
が
創
業
・
起
業
し

た
場
合
、
設
備
投
資
の
一
部
を
負
担

す
る
気
概
は
あ
る
か
。

町
長
＝
企
業
誘
致
活
動
は
、
正
直

言
っ
て
遅
過
ぎ
た
ん
で
す
。
任
期

あ
と
二
年
半
、
取
り
組
み
を
継
続

問
＝
本
年
度
七
月
二
十
一
日
、
農
商
工

連
携
法
が
施
行
さ
れ
た
。
や
り
よ
う
で

は
、
雇
用
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
大
変

期
待
の
持
て
る
法
律
だ
が
、
町
と
し
て

の
対
応
と
支
援
策
、
又
先
進
事
例
が
あ

れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

町
長
＝
あ
さ
ぎ
り
町
を
含
む
人
吉
球
磨

◎
企
業
誘
致
活
動
に
つ
い
て

◎
農
商
工
連
携
法
の
活
用
を

取
り
組
み
を
継
続
し
て
や
っ
て
行
く

付
加
価
値
を
付
け
る
取
組
み
を
考
え
て
い
る

し
て
、
企
業
誘
致
活
動
を
や
っ
て
行

く
、
資
金
の
支
援
は
財
政
状
況
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
起
業
の
方
は
、
何
ら

か
の
優
遇
措
置
を
近
々
に
ま
と
め

る
。

問
＝
企
業
の
進
出
が
難
し
け
れ
ば
、

求
人
を
い
た
だ
く
方
が
現
実
的
、
誘

致
活
動
と
併
せ
て
求
人
活
動
も
実

施
し
た
ら
ど
う
か
。
通
勤
を
限
定
せ

ず
単
身
赴
任
で
も
週
末
を
利
用
し

て
帰
っ
て
く
る
。
地
元
に
雇
用
が
無

け
れ
ば
雇
用
あ
る
所
に
行
く
、
単
身

赴
任
に
大
切
な
の
は
世
代
間
の
助

け
合
い
が
重
要
、
三
世
代
同
居
に
措

置
を
講
じ
て
、
人
口
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
、
高
齢
者
の
安
心
と
活
力
対

策
と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

は
、
消
費
地
か
ら
遠
い
と
い
う
ハ
ン
デ

ィ
が
あ
る
。
そ
こ
で
付
加
価
値
を
付
け

る
加
工
等
で
、
価
値
を
上
げ
る
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
。
支
援
策
と
し
て
は
、

町
の
予
算
も
限
ら
れ
て
い
る
が
、
資
金

的
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
先
進
地
研
修
も
一
つ
の
支

援
策
と
考
え
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長
＝
先
進
事
例
と
し
て
は
、

規
格
外
品
を
使
っ
た
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
の
製
造
販
売
、
契
約
販
売
の
コ
ロ
ッ

ケ
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
腐
用
の
大
豆
の

生
産
等
、
こ
の
連
携
業
者
の
有
す
る
技

術
、
知
的
財
産
、
消
費
者
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
新
商
品

開
発
を
行
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。

町
長
＝
八
代
方
面
の
企
業
に
通
勤

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
に
そ
う

い
っ
た
活
動
も
取
り
組
み
た
い
、
単

身
赴
任
の
と
こ
ろ
に
限
っ
て
支
援

を
と
い
う
の
は
ま
だ
難
し
い
と
思

う
。

問
＝
非
常
に
須
恵
、
深
田
に
魅
力
を

感
じ
ま
す
。
中
学
校
統
合
が
ど
う
い

う
形
に
し
ろ
、
過
疎
化
経
済
的
地
盤

沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
誘
導
的
施
策

と
し
て
町
有
地
等
整
備
し
、
民
間
活

力
に
て
、
借
り
上
げ
方
式
と
し
、
地

域
産
材
を
利
用
し
地
元
業
者
、
地
元

関
連
業
者
に
て
公
営
住
宅
を
建
設

促
進
し
町
外
か
ら
の
定
住
促
進
と

し
て
取
組
む
考
え
は
。

町
長
＝
今
後
中
学
校
統
合
し
た
跡

地
有
効
利
用
を
含
め
て
、
民
間
活
力

◎
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
＝
国
の
食
育
基
本
計
画
の
中
に
は
、

食
材
の
中
の
地
場
産
物
の
割
合
を
平
成

二
十
年
度
ま
で
に
三
十
％
ま
で
増
や
す

と
い
う
目
標
値
が
あ
る
。
安
全
性
、
地

産
地
消
の
面
か
ら
も
良
い
と
思
う
が
そ

の
方
策
は
？

教
育
長
＝
給
食
セ
ン
タ
ー
の
重
点
努
力

項
目
の
中
に
、一
、安
心
安
全
の
給
食
の

提
供
。二
、食
育
の
推
進
。三
、地
産
地
消

の
推
進
を
揚
げ
て
運
営
し
て
い
る
。

教
育
課
長
＝
現
在
地
場
産
物
の
割
合
は

二
十
七
％
。
五
月
よ
り
月
の
十
九
日
を

く
ま
（
球
磨
）
さ
ん
デ
ー
と
し
て
、
地

元
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
に
し
て
い

る
。
地
場
産
物
の
活
用
に
努
め
て
い
る

が
、
町
内
11
校
で
一
日
一
千
七
百
五
十

が
あ
れ
ば
、
違
っ
た
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
政
策
的
な
住
環
境
を
作
る
の

は
大
き
な
取
組
む
課
題
と
思
う
。

問
＝
仕
事
が
無
い
現
役
世
代
が
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
参
考
事
例
に
人
材
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
女
性
、
若
者
の
労

働
力
を
生
か
す
上
で
登
録
制
と
し
、

短
期
的
、
臨
時
的
な
就
労
の
場
を
提

供
で
き
な
い
か
。

町
長
＝
こ
の
仕
組
み
に
近
い
形
で
、

若
い
人
女
性
も
含
め
て
検
討
し
て

み
た
い
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
少
し

で
も
仕
事
を
す
る
取
組
は
緊
急
課

題
と
思
う
。

問
＝
水
が
な
い
労
働
力
が
な
い
で

は
手
遅
れ
と
川
辺
川
ダ
ム
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

食
が
必
要
に
な
る
の
で
、
一
度
に
大
量

の
食
材
が
必
要
に
な
る
。
自
ず
と
供
給

者
か
ら
の
集
荷
量
の
多
い
食
材
に
限
ら

れ
る
。
今
後
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
地
元
産
利
用
に
努
め
る
。

問
＝
週
三
回
の
米
飯
給
食
を
五
回
に
で

き
な
い
か
？

教
育
長
＝
パ
ン
に
は
、現
在
、米
粉
パ
ン

が
あ
る
。そ
う
い
う
事
も
含
め
て
、食
育

推
進
協
議
会
の
中
で
討
議
し
て
い
く
。

教
育
課
長
＝
米
粉
、
パ
ン
の
一
食
あ
た

り
で
は
、
米
食
が
二
円
程
安
い
。
が
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
等
で
交
互
の
方
が
い

い
の
で
は
な
い
か
。（
他
に
、
食
育
に

つ
い
て
も
、
教
育
長
、
教
育
課
長
へ
質

問
致
し
ま
し
た
。）

緒
方
勇
二
議
員

永
井
英
治
議
員
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問
＝
平
成
十
六
年
度
に
改
正
さ
れ

た
消
防
法
に
よ
る
と
、平
成
十
八

年
六
月
一
日
以
降
に
建
て
ら
れ
る

住
宅
及
び
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
は
、全
て
の
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
義
務
づ
け
ら
れ
て

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

義
務
化
さ
れ
た
趣
旨
に
沿
う

い
る
。公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、町

が
こ
れ
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、取
り
つ
け
が
必
要
な

箇
所
数
と
経
費
は
如
何
程
か
か
る

の
か
。

町
長
＝
公
営
住
宅
三
六
八
戸
、特

定
公
営
賃
貸
住
宅
三
十
四
戸
、こ

れ
に
必
要
な
経
費
は
、公
営
住
宅

で
九
九
四
万
円
、特
定
の
公
共
賃

貸
住
宅
で
一
〇
六
万
円
程
度
と
見

込
ん
で
い
る
。

問
＝
一
般
住
宅
つ
い
て
は
難
し
い

面
も
あ
る
と
思
う
が
、ど
の
様
な

方
法
で
周
知
さ
れ
る
予
定
か
。

総
務
課
長
＝
上
球
磨
地
域
住
宅
防

火
対
策
推
進
協
議
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、防
災
機
器
の
取
り
付

け
推
進
の
為
の
チ
ラ
シ
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、広
報
誌
へ
の
掲

載
等
に
よ
る
普
及
啓
発
か
ら
始
め

た
い
。

問
＝
生
活
保
護
家
庭
及
び
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
家
庭
に
対
し
て
、

設
置
の
補
助
は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長
＝
現
在
の
と
こ
ろ
補
助

制
度
と
い
う
の
は
考
え
て
い
な
い
。

健
康
福
祉
課
長
＝
現
在
、あ
さ
ぎ

り
町
内
で
在
宅
の
生
活
保
護
世
帯

が
四
十
七
世
帯
あ
る
。現
在
の
と

こ
ろ
二
十
一
年
度
予
算
の
厚
生
労

働
省
概
算
要
求
の
中
で
は
、ま
だ

検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

今
回
も
法
律
の
改
正
に
よ
り
制
度

が
変
わ
る
と
言
う
事
な
の
で
、国

が
何
ら
か
の
負
担
措
置
を
考
え
る

と
言
う
事
は
予
想
出
来
る
。

町
長
＝
ほ
か
の
町
村
と
も
連
携
し

て
、ど
う
し
て
も
設
置
が
難
し
い

と
い
う
事
に
つ
い
て
は
当
初
の
義

務
化
さ
れ
た
趣
旨
に
沿
っ
て
設
置

で
き
る
環
境
に
向
け
て
進
め
て
い

き
た
い
。

◎
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
に
つ
い
て

問
＝
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
活
動
内
容
の
充
実
は
図
ら

れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
＝
現
在
の
と
こ
ろ
、

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
ま
た
自
主
防
災

活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
研
修

活
動
に
つ
い
て
は
、町
の
方
と
し

て
は
独
自
に
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
当
然
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

一般質問

奥
田

公
人
議
員

遊
休
施
設
利
用
の
取
組
み

　

あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
の
松
岡
大
樹（
28
）さ

ん
が
、旧
岡
原
村
役
場
を
拠
点
に
生
花
に
特

殊
加
工
を
施
し
、自
然
そ
の
も
の
の
形
や
柔

ら
か
さ
、鮮
や
か
で
美
し
い
色
合
い
を
長
期

間（
数
年
）保
つ
事
が
出
来
る
お
花（
ブ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
）の
販
売
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。松
岡
さ
ん
は
東
京
、福
岡
の
生
花

店
、花
市
場
で
修
行
を
さ
れ
、奥
様（
陽
子
さ

ん
）の
実
家
が
あ
る
長
崎
で
店
を
開
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、お
誕
生
日
や
記
念
日
・
特

別
な
日
に
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ブ
ー

ケ
や
引
き
出
物
に
、開
店
・
開
業

祝
い
・
新
築
祝
な
ど
に
、ご
結
婚
、

ご
出
産
祝
い
や
お
見
舞
い
に
、ま

た
お
祝
い
を
頂
い
た
方
へ
の
お

返
し
の
た
め
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸

ば
さ
れ
、更
に
花
の
ア
レ
ン
ジ
、

発
送
作
業
等
を
拡
大
さ
れ
る
た

め
に
生
ま
れ
故
郷
の
岡
原
の
地

で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
さ
れ
ま
し
た
。今
後

の
夢
は
、生
産
者
の
方
々
の
利
益
拡
大
を
図

り
、ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
企
業
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

■ｉｔｓｕｋｉ
　〒868-0431
　熊本県球磨郡あさぎり町岡原北906
　ＴＥＬ/ＦＡＸ 0966-45-1297
■ｉｔｓｕｋｉ　浜町店
　〒850-0853
　長崎県長崎市浜町10-21 WITH長崎 1Ｆ
　ＴＥＬ/ＦＡＸ 095-826-1292
■Ｗｅｂ　http://www.itsuki-f.com

旧岡原村役場庁舎の利用状況

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

　

ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｉ

フラワーデザインする松岡さん



14

議 会 の う ご き
七
月
三
十
一
日（
水
）

（
一
）
税
務
課
で
実
施
し
て
い
る
固
定
資
産
税
の
基
と
な
る
家
屋
の
全

棟
調
査
状
況
に
つ
い
て

（
二
）
総
務
課
、
教
育
課
に
対
し
中
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

七
月
九
日
（
水
）

（
一
）
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
現
地
実
態
調
査

（
二
）
後
期
高
齢
者
医
療
費
制
度
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

七
月
八
日
（
火
）

（
一
）
所
管
各
課
の
予
算
事
業
内
容
現
地
調
査

八
月
二
十
五
日
（
月
）

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
一
号
）

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正
予
算
（
一
号
）

○
十
九
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

九
月
二
日
（
火
）

○
公
立
多
良
木
病
院
組
合
一
、五
テ
ス
ラ
磁
気
共
鳴
診
断
装
置
契
約

○
病
院
事
業
、老
保
施
設
及
び
健
診
セ
ン
タ
ー
会
計
補
正
予
算
（
二
号
）

○
各
会
計
決
算
認
定

九
月
三
日
（
水
）

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
十
九
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

○
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
文
教
常
任
委
員
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

公
立
多
良
木
病
院
組
合
議
会

川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
組
合
議
会

厚
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会
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議 会 の う ご き

中
学
校
統
合
特
別
委
員
会

議
会
ひ
と
く
ち
メ
モ
⑴

　
町
の
将
来
を
話
し
合
う
場
所
、町
議
会
の
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

問  

町
議
会
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答  

町
の
組
織
は
、町
の
意
思
を
決
定
す
る
議
決

機
関（
町
議
会
）と
そ
れ
を
執
行
す
る
執
行
機
関

（
町
長
部
局
）か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

問  

町
の
意
思
決
定
機
関
と
は
？

答  

議
会
は
執
行
機
関
か
ら
独
立
し
、対
等
な
立

場
に
あ
り
、町
長
の
提
案
す
る
事
業
計
画
や
予
算
、

条
例
案
を
は
じ
め
提
出
議
案
等
を
審
議
し
意
思

を
最
終
的
に
決
定
す
る
機
関
で
す
。町
民
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
の
条
例
等
を
議
員

提
案
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

八
月
五
日（
火
）八
月
十
一
日（
月
）八
月
二
十
九
日（
金
）

九
月
十
八
日（
木
）十
月
二
十
三
日（
木
）

（
一
）
中
学
校
統
合
問
題
調
査
に
つ
い
て

山江中学校（新築）視察 自転車による通学路調査

通学路の点検
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私
は
、
平
成
元
年
県
立
農
業

大
学
校
を
卒
業
し
農
業
へ
の
展

望
を
抱
き
つ
つ
就
農
致
し
ま
し

た
。
就
農
当
初
は
、
父
親
か
ら

の
経
営
移
譲
を
受
け
春
秋
メ
ロ

ン
を
中
心
と
し
た
経
営
内
容
で

し
た
が
、
度
重
な
る
台
風
災
害

に
よ
り
自
然
災
害
の
回
避
、
さ

ら
に
安
定
し
た
所
得
基
盤
を
確

立
す
る
目
的
に
平
成
六
年
連
棟

ハ
ウ
ス
、
平
成
十
四
年
強
化
ハ

ウ
ス
の
導
入
を
図
り
、
ト
マ
ト

を
中
心
と
し
た
専
業
の
施
設
農

家
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
農
業
情
勢
は

昭
和
の
後
半
よ
り
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
、
平
成
の
年
度
を
重

ね
る
ご
と
に
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
さ
ら
に
は
昨
今
の
加
工

業
者
の
不
正
転
売
事
件
、
中

国
産
農
産
物
の
問
題
、
偽
装

等
食
生
活
に
関
す
る
話
題
は

日
々
事
か
か
な
い
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
に
於
い
て
、
我
々
農

家
は
、
安
心
・
安
全
な
農
産

物
の
提
供
と
い
う
使
命
を
負

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
主
眼
に

日
々
生
産
に
研
鑽
致
し
て
お
り

ま
す
が
、
我
々
ト
マ
ト
農
家
に

お
い
て
も
、
温
暖
化
に
よ
る
病

害
虫
の
発
生
、
加
温
栽
培
に
お

け
る
原
油
高
騰
、
さ
ら
に
は
肥

料
・
農
薬
・
生
産
資
材
の
価
格

高
騰
等
、
再
生
産
価
格
を
割
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
面
に
お
い
て
も

昨
今
の
核
家
族
化
の
問
題
、
食

生
活
の
多
様
化
さ
ら
に
は
大
型

店
の
価
格
競
争
に
よ
り
価
格
の

伸
び
悩
み
な
ど
低
価
格
志
向
の

状
況
を
呈
し
て
お
り
、
今
日
の

現
状
の
中
、
生
産
者
が
生
産
コ

ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格
を
設
定

で
き
な
い
流
通
シ
ス
テ
ム
の
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え

我
々
農
家
は
た
だ
単
に
農
業
経

営
を
営
む
だ
け
で
な
く
、
営
農

に
よ
り
多
く
の
生
き
物
を
育
む

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
、
有

機
資
源
の
循
環
利
用
、
農
耕
に

よ
り
土
壌
の
CO₂
吸
収
源
に
よ
る

温
暖
化
防
止
、
土
壌
に
よ
る

水
・
大
気
浄
化
機
能
な
ど
固
有

の
財
産
を
次
世
代
へ
継
承
す
る

義
務
も
兼
ね
備
え
て
お
り
ま
す

が
、
離
農
、
農
地
の
荒
廃
等
で

出
来
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
私
は
諸
問
題
に
対

し
生
産
者
・
農
業
団
体
・
行
政

機
関
一
体
と
な
っ
た
打
開
策
を

早
急
に
立
ち
上
げ
て
頂
き
た
い

と
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

　

今
後
、
我
々
は
地
産
地
消
・

食
育
等
絡
め
農
業
・
農
村
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
食
と
農
を

結
ぶ
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

課
題
と
し
、
我
が
地
域
で
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
等
地
域
固
有

の
資
源
を
活
か
し
た
農
産
物
の

生
産
や
加
工
品
を
開
発
し
、
販

売
戦
略
の
構
築
や
消
費
者
へ
の

提
供
を
高
め
て
行
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
私
も
微
力

な
が
ら
農
村
・
農
業
の
活
性

化
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

農
村
・
農
業
の

　
活
性
化
に
む
け
て

下
永
里
　
杉
田
　
卓
一

　

上
小
学
校
皆
越
分
校
の
運
動
会

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

白
髪
岳
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
つ
つ

ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で

の
運
動
会
で
す
。

児
童
は
六
年
生
の
黒
木
さ
ん
、五

年
生
の
溝
口
さ
ん
、四
年
生
の
黒

木
さ
ん
、溝
口
君
の
四
人
で
す
。

　

児
童
四
人
に
対
し
、保
護
者
を
は

じ
め
、地
区
の
人
達
な
ど
な
ど
百
名

近
く
の
方
が
見
守
る
中
で
の
運
動

会
は
、大
自
然
の
中
で
、の
び
の
び

と
、そ
し
て
こ
れ
以
上
な
い
と
お
も

わ
れ
る
よ
う
な
あ
た
た
か
さ
の
中

で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
の
み
な
さ
ん
も
、応
援
の
方

も
ほ
と
ん
ど
出
ず
っ
ぱ
り
の
種
目

の
中
で
、私
に
と
り
ま
し
て
一
番

心
に
残
っ
た
の
は
、四
人
の
児
童

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
一
輪
車
乗
り

で
し
た
。

　

四
人
が
、さ
っ
そ
う
と
登
場

し
、自
由
自
在
に
動
き
回
る
華
麗

な
シ
ョ
ー
は
、み
ご
た
え
が
あ
り

ま
し
た
。四
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
ヒ
ー

ロ
ー
に
対
し
、見
守
る
人
は
そ
の

二
十
倍
を
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

山
の
分
校
の
運
動
会
を
初
め
て

見
せ
て
も
ら
い
、「
本
当
の
子
育
て

と
は
…
…
。」考
え
さ
せ
ら
れ
る
一

日
で
し
た
。　	

愛
甲


